





University students’ appreciation for winning performances for 
















The purpose of the research is to explore the appreciation of university students for AII JAPAN 
DANCE FESTIVAL-KOBE award-winning works. Another purpose is to examine the validity of the 
eight evaluation perspectives.University students who had no creative dance experience appreciat-
ed the work. They evaluated the works from eight perspectives and compared the trend with the 
judges’ evaluation. As a result, five things became clear.
(1) University students grasped the characteristic evaluation perspectives of creative dance works. 
(2)Eight evaluation perspectives are appropriate because they can be evaluated not only by experts.
(3)The award-winning works had a high total score and were highly evaluated. (4)There are few re-
views for creative and cross-culture. (5)Live performances a tendency to discover vitality and novel 
movements.
From the above, it was confirmed that the university students have the appreciation power in the 
award-winning works and that the evaluation perspectives are appropriate.
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者の授業 (90 分× 15 回のうち約 30 分、2015




用紙は巻末参照）。作品は 2015 年～ 2019 年
に出展した５作品を対象にした（表１）。な




較を可能にするために割合 (％ ) で表示した。
分析方法は、学生の評価の傾向と受賞観点と
の関連性をみた。また、( 公社 ) 日本女子体育
連盟編の『女子体育：全日本高校・大学ダン






















大学数は 27 ～ 33 であり、その約半数（15 ～




事長賞を受賞、第 15 回 AJDF（2002）出展
作品『コトノハ』で神戸市長賞を受賞した ( 高








































見 ｣｢ 主題にふさわしい演出効果 ( 音楽 , 衣装









































「完成度」｢ 主題の展開・構成 ｣｢ 生命力 ｣｢ 独






































「様々な人間関係をベンチに座る ､ 立つ ､
離れる ､ 関わる等の動きで構成したお洒落な
作品 . 優しいベンチの木の温もりと ､ 白色の
デコラティブな衣装 ､ 音楽 ､ 動きで ､ 谷川俊
太郎の詩の世界を上手く表現し ､ 観客の心に









｢ ネクタイに首を絞められている社畜 ｣ と
いう若者らしい発想にワクワクしながら観
た . スーツを模した衣装も洒落ており ､ 苦し
みの中にも切なさ ､ まじめさゆえの社会の抱
える重い問題を 6 分で語る構成力 ､ 表現力も













































かる内容 ｣｢ 題名と演技が一致 ｣｢ 抗い破る感
じがとても強く伝わった ｣｢ 不気味な感じ ｣
｢ 面の破れ方は要検討 ｣｢ 迫力としなやかさが

















【テクニーク】｢ 動きの統一性 , ターンやアク









きた ｣｢ 一人一人の視線や表情もよい ｣
5）　『昇りゆく翅：J.Fabre が刻む ｢ 生 ｣』


























































にしなやかさがありとても綺麗 ｣｢ 凄い . 鳥肌
が立った ｣｢ 見ていて息を飲むほど美しかっ














3. 学生は ｢ 主題の展開・構成 ｣｢ 生の鑑賞」｢
生命力 ｣｢ 斬新な動き ｣ への記述が多く、
これらの評価観点が印象に残ったと考えら
れる。





















































品 ｣｢ テーマ ｣｢ 面白い ｣｢ 動き ｣｢ 素晴らしい ｣
｢ ダンサー ｣｢ 高い ｣｢ 表現 ｣、② ｢ 動き ｣｢ 展
開 ｣｢ 連続 ｣｢ 構成 ｣｢ 身体 ｣、③ ｢ 舞台 ｣｢ シー
ン ｣｢ 印象 ｣｢ 空間 ｣｢ 構成 ｣｢ 衣装 ｣｢ 小道具 ｣



























































（下記 2 ～ 4 は総得点８位以内 ,5 ～ 10 は総得
点 16 位以内である。5 ～ 8 は特別賞）
1. 創作作品の完成度の高さ：総得点第１位 ( 文
科大臣賞 )








8. 主題にふさわしい演出効果 ( 音楽 , 衣装 ､
装置 , 小道具等 ) の工夫 
9. 奨励賞 : 上記 1-8 の賞に未該当で総得点が
最も高い作品
















































6 2014 年 ,2015 年 AJDF 創作コンクール部門






大学ダンスフェスティバル ( 神戸 ) プロ
グラム .2019.p4
2)　ART.M 公 式 ブ ロ グ .art-m1998.cocolog-
nifty.com/2019.8.25 閲覧





5)　成瀬麻美 . 講評 . 女子体育 . 日本女子体育
連盟 .2015.VOL57.10･11.p59
6)　白井麻子 . 講評 . 女子体育 . 日本女子体育
連盟 .2016.VOL58.10･11.p58
7)　山田悠莉 . 講評 . 女子体育 . 日本女子体育
連盟 .2017.VOL59.10･11.p65
8)　白井麻子 . 講評 . 女子体育 . 日本女子体育
連盟 .2018.VOL60.10･11.p65
9)　坂本秀子 . 講評 . 女子体育 . 日本女子体育
連盟 .2019.VOL61.10･11.p63
10)　釜崎太 . スポーツのテクノロジー化と
身体教育の哲学 . 体育科教育法 .2019.11.
pp26-30
11)　髙橋和子 .AJDF 神戸作品の傾向 . 女子





心にして . 静岡産業大学論集 . スポーツ

















【ヤン・ファーブル（Jan Fabre,1958 年 -　】　　　　　　　　　　　 
出身ベルギー出身の美術家 , 演出家 , 振付家。アンリ・ファーブルの曾孫。
コガネムシの死骸を用い表面を埋め尽くした彫刻 , 空間演出で有名☞
【ダンス経験】
（1. 無　2. １年未満　3. それ以上）
　　　　　　　　　
【ふさわしいベスト賞】　←〇を１個つける→　【印象に残る場面】☞
1. 文部科学大臣賞   　　            　　　　 ① 死が色濃く漂う . ドレスオブジェ
2. 主題の優れた展開・構成　　　　　　　 ② 必死に生きる虫達
3. いきいきとした生命力あふれる表現　　 ③ 危機的状況の虫達
4. 新心境を切開く独創的な発想の探求　　 ④ 命燃え尽きる
5. 主題にふさわしい斬新な動き　　　　　 ⑤ 死を経て更に輝く命の痕跡
6. 感性にあふれ優れた動きのテクニーク　 ⑥ 美しい羽根
7. クロスカルチャーへの新しい挑戦　　    ⑦ エネルギーが満ちていく
8. 主題にふさわしい演出効果　　　　　　 ⑧ 次なる生へと昇り続ける
　（音楽 , 衣装 , 装置 , 小道具等 ) の工夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】今回受賞すると５年連続全国ベスト 10 入りを果たします。
　　　  感想も含め自由にお書き下さい。E ﾃﾚ放映 8/31 日 15-16 時
